
R3重点化特別枠 ワーケーション推進事業

滋賀県の「大都市に隣接」、「豊かな自然景観や文化財」、「適度な疎」という優位性を最大限に活かして、①宿泊事業者の
平日を始めとした稼働率向上、②利用者（企業）の働き方改革やＣＳＲ、ＳＤＧｓ等の企業価値向上、③琵琶湖や森林の保全活
動等の地域活動への参加者確保により、ワーケーションを通じた「観光三方よし」の実現を目指し、ワーケーションの推進に取
り組んでいく。

Ⅰ.目的

Ⅱ.概要 Ⅲ.目指す姿（イメージ）

≪地域≫
・琵琶湖や森林の
保全活動等

・移住や企業誘致

県内
企業

≪企業≫
・働き方改革
・CSR、SDGｓ等の
企業価値向上

買い手良し

世間良し

県内各地（湖北、湖東、湖南、湖西）で、様々な社会貢
献活動が盛り込まれたワーケーションプランが楽しめ、観
光三方よしの姿が実現されており、「ワーケーションなら
ば滋賀県」と言われることを目指すとともに、滋賀県にお
ける観光の新たな柱となることを目指す。

令
和
２
年
『
導
入
』

令
和
3
年
『
普
及
』

①ワーケーションモニタープラン造成・販売
②体験レポート・アンケート分析、報告書作成
③県内複数市町とワーケーション自治体協議会（WAJ）へ
加盟予定

①ワーケーションプラン造成
地域活動等と連携したワーケーションプラン（県内４地域

各10プラン）を造成

②企業ワーケーション制度化促進事業
・ワーケーションプランの企業等への売り込み
・ワーケーション連携構築事業

〇2021年度 滋賀県でのワーケーション導入社数：４社
（2023年度 累計：20社）

Ⅳ.KPI

『ワーケーション導入事業』（R2年度９月補正予算） 【予算額：
8,767千円】

『ワーケーション推進事業』（R３年度当初予算）

【予算額：11,600千円】

モニタープランを造成し、企業の方等に体験していただ
くことで滋賀県らしいワーケーションを発信する。

都市圏
企業

≪観光関連事業者≫
・平日の宿泊率向上
・宿泊日数の増加

都市圏
企業

売り手良し

R3年度予算額：11,600千円

１．ワーケーション推進事業【令和３年度】
令和3年度ワーケーション推進事業補助金 （令和3年当初）

【補助先】 びわこビジターズビューロー

資料６



２．ワーケーション導入事業【参考】



○概要

滋賀県は、コロナ禍を踏まえた新しい観光の一つとしてワーケー
ションを推進し、観光三方良し（①宿泊事業者の平日を始めとする宿
泊率向上、②企業の働き方改革やSDGｓ等の企業価値向上、③琵
琶湖や森林の保護活動等の担い手増加）の実現を目指すにあたり、
宿泊事業者、旅行事業者、地域、行政間等で連携して推進する体制
を整えるため、滋賀県観光PR推進協議会内にワーケーション推進部
会を設立する。

○活動内容

(1)地域活動、宿泊事業者、旅行事業者
間のワーケーション商品造成のための
マッチング支援
(2)ワーケーションに関する研修、勉強会
(3)その他必要と認める事業

○体制図

滋賀県観光PR
推進協議会

【会長】
滋賀県知事

各事業者と市町等の連携、企業等へ滋賀県でのワーケーションを促進するプラット
フォーム

【委員】
県内19市町
観光協会等
経済団体
旅行会社
交通事業者
関係団体 等

ワーケーション推進部会

【事務局】 観光振興局、BVB

【部会の進め方】

県内市町
観光協会 等

・地域活動受け入れ
・環境整備等

地域団体

宿泊事業者
旅行事業者 等

・企業等への営業
等

会員 オブザーバー

環境保全団体
寺社仏閣
まつり実行委員会
森林整備団体
農業推進団体

地域行事実行委員
会 等

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
造
成

観光三方良しの
実現

観光
関連
事業者

観光三方良し

・働き方改革
・CSR、SDGｓ
等の企業価
値向上

・琵琶湖、森林保
全活動
・移住、企業誘致

・平日の宿
泊率向上

・宿泊日数
増加

３．ワーケーションの推進体制（案）について

導入
企業

地域


